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⾏政との連携



第5回フェスピック競技⼤会

1975年より9回にわたり開催してきたフェスピック競技⼤会は、1989年に神⼾市の市政100周年事業として開催
された。
同年4⽉に開村した「しあわせの村」が選⼿村として利⽤された。

回 開催年 開催都市 参加
国数 参加⼈数 ⽇本選⼿

数
1 1975 ⽇本（⼤分・別府） 18 973 542

2 1977 オーストラリア（パ
ラマッタ） 16 430 25

3 1982 ⾹港（シャティン） 23 744 37

4 1986 インドネシア（スラ
カルタ） 19 834 46

5 1989 ⽇本（神⼾） 41 1,646 586
6 1994 中国（北京） 42 2,081 87
7 1999 タイ（バンコク） 34 2,258 99
8 2002 韓国（ブサン） 40 2,199 131

9 2006 マレーシア（クアラ
ルンプール） 46 2,346 162

実施概要

第5回フェスピック競技⼤会 モニュメン
ト

フェスピック競技⼤会 開会式 https://www.jsad.or.jp/paralympic/jpc/asianpara/

https://www.jsad.or.jp/paralympic/jpc/asianpara/


⾏政(神⼾市)の取組み

神戸楽泳会
表紙と歴史の⼀枚⽬を載せています



こうべ市⺠福祉交流センター

設⽴の⽬的
障がい者・⾼齢者を中⼼に、すべての市⺠に開かれたスポーツ施設
として整備し、障がい者等のスポーツの振興に努めるとともに、ス
ポーツを通して市⺠との交流を図り、
ノーマライゼーションの実現をめざすため、設⽴されました。

設⽴年
1994年1⽉31⽇

神戸市社会福祉協議会
https://www.with-kobe.or.jp/

https://www.with-kobe.or.jp/


⺠間企業との連携



⺠間企業のパラスポーツ⽀援

ゴールドウインの事例
⽇本⾝体障がい者⽔泳連盟のオフィシャルパートナーである株式会社ゴールドウインは、
⾃社のスイムウエアブランド「Speedo（スピード）」で、⾞いす利⽤者向けのバック
パックおよびウィーラーバッグをオフィシャルバッグとして制作提供。
アスリートから要望を聞くなかで、⾞いすを利⽤する選⼿が⽇常の移動や遠征などの際
に使⽤しているバッグに様々な不便を感じていることがわかった。そこで、⾃社所属の
障がい者⽔泳アスリートである鈴⽊孝幸の監修の下、⾞いす本体とバッグを専⽤ループ
により接続する機能を備えた、⾞いすユーザーが使いやすいバッグを開発。

https://corp.goldwin.co.jp/info/page-27506

https://corp.goldwin.co.jp/info/page-27506


⺠間企業のパラスポーツ⽀援

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社の
危機管理基本マニュアル
海外派遣選⼿団向け安全対策マニュアル



海外との連携



福岡県飯塚市でおこなわれている「飯塚国際車いすテニス大会の写真」
毎年延べ２千人が運営をサポートする「イイヅカ方式」は国内外で高く評価されている。

会場には車いす利用者に配慮した常設の観客スタンドを整備するとともに、大会会場に併設する宿泊施設「いいづかス
ポーツ・リゾート」を公設民営方式によりバリアフリー化に対応した施設に再整備。
さらに、高齢者や障害者スポーツにも対応できる体育館の建設を行っている。

パラリンピアンや地元高齢者、障害者らとともに町歩き・点検を行ったそう。さらに、主要駅前に多目的トイレや音楽案内
板を設置するとともに中心市街地のバリアフリー化を行った。

ボランティアに参加した人の声

坂道にボランティアが常駐、車いすの移動などを助けている。短大１年生の女性ボランティアは「車いすを利用する選手た
ちにとって、坂の移動は大きな問題。一見簡単そうに見える仕事だが、大切な役割だと思う」と重要性を語る。

飯塚信用金庫では２５年前から、地域文化への理解を深め接客技術を学んでもらおうと、新人職員をスタッフとして派遣。
会場内のラウンジで選手たちが体を休めたり、食事をしたりするのをサポートのボランティアをした職員の方は「選手が何
に困っているのかを考えながら行動する癖がついた。相手のことを思う姿勢を業務でも生かしたい」と語った。

飯塚市は南アフリカ共和国のホストタウンにも登録されていて、2019年の大会期間中には、市内の大型商業施設でジャ
パンオープン応援フェスを開催して、南アフリカ共和国コラボブースを設置するなど、異文化共有や市民・企業からの協賛
金を募り、ホストタウンの市民周知向上をはかった。南アフリカ選手団と陶芸、日本食体験等を行い、日本文化体験の交
流事業を実施。大会後の8月には、南アフリカ選手団の事前キャンプを実施し、東京2020大会へ向けてのチームの強化ト
レーニングや日本のナショナルチームの次世代選手との交流試合、事前キャンプのボランティアスタッフとの交流会を実
施し、更なる機運醸成を図り、交流を深めた。

飯塚国際⾞いすテニス⼤会

共⽣社会
ホストタウン
の取り組み

https://japanopen-tennis.com/

https://japanopen-tennis.com/


共生社会ホストタウン神戸市の取組み1枚目
神⼾市のホームページに載っている資料
神⼾市は先導的・先進的なユニバーサルデザインのまちづくりと⼼の
バリアフリーに取り組む⾃治体として、新たに「先導的共⽣社会ホス
トタウン」として認定されている。
しあわせの村も取組みの拠点となっており、オリパラの事前合宿にむ
けて体育館、運動広場を改修
様々な市⺠講座やパラスポーツの体験イベントなどをおこなっている

https://www.city.kobe
.lg.jp/a27565/201910
11074001.html

https://www.city.kobe.lg.jp/a27565/20191011074001.html


共生社会ホストタウン神戸市の取組み2枚目
オーストラリアのパラリンピックチームと、ネパールのパ
ラ⽔泳チームの合宿地になっている。
来年2021年9⽉には世界パラ陸上競技選⼿権⼤会が神⼾市
のユニバー記念競技場でおこなわれる。100の国と地域か
ら1,300⼈規模でおこなわれる。



ポスト2020を⾒据えて・・・



ジュニアスイマーの普及振興

身体障がい者水泳連盟発刊の、ジュニアスイマー向けの教本
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